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中国・徽州方言の音韻的諸特徴

人間社会環境研究科人間社会環境学専攻

胡 貴躍

要旨

徽州方言は旧徽州府を中心とした地域で話される漢語方言の総称であり，主に現在の安徽省南

部に，また一部は江西省北部に分布している。呉語，籟語，江准官話という三つの方言に囲まれ

ているため，徽州方言は方言接触の琳墹であり，かなりの程度の内部差異が存在する。しかしな

がら，徽州方言に関する従来の研究は，一地点方言を対象とした歴史音韻学的研究か数地点方言

に共通する音声特徴の研究が中心であった｡本稿は2015年に実施した方言調査の結果を報告する。

徽州地区の祁門，婆源，績溪三県，計36地点で収集した方言資料に基づいて，音声の共通性と差

異を検討する。

キーワード

徽州方言，音韻

PhoneticFeamresofHuizhouDialectsinChina

HUGuiyue

Abstract

TheHuizhoudefinedhereinreferstoaChinesedialectgroupmainlyspokenintheareaaroundtheold

Huizhouregion.ThisregionspansthesouthernregionofAnhuiProvinceandthenorthernpartofJiangxi

Province.Surroundedbyanareawiththreem"ordialects,namelyWu,Gan,andJianghuaiMandarin,

thisareahaslongbeenacrucibleofdialectcontact,owingtowhichthereexistsaconsiderabledegree

oflinguisticdifference.However,researchsofarconductedontheHuizhoudialectlargelyfbcuseson

phoneticsofonespecincdialectoronsimilaritiesamongseveraldialectsfiFomtheaspectofphonology.

Thisessayreportsonthefieldresearchlconductedin2015.Basedonthematerialslsurveyedfbr36

dialectsof3countiesinthisarea,namelyQimen,Wuyuan,andJixi,Iidentifysimilaritiesanddifferences

ofthesedialectsthroughdescribingthephoneticfeaturesofeach.
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Huizhoudialect,Phonetics
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区のみを指す。以下でいう「徽州」は，すべて旧

徽州地区のことである。調査地点名はすべて当該

話者が居住する行政村の村名であり，郷鎮名では

ない。

この地方の漢語方言は徽州方言と総称されてい

るが，内部差が非常に大きい。その上，当地は呉

語,蓋語,江准官話の三つの漢語方言区に囲まれ，

外部方言の影響を受けてきたため，言語接触の面

で研究価値が高い。

1．はじめに

徽州方言とは主に旧徽州地区で話される漢語方

言を指す。旧徽州地区は安徽省，江西省，湘江省

三省の境界地帯に位置し，東経118｡,北緯29｡,

おおよその中国の南東部にある（地図Iを参照)。

昔から江南と内陸をつなぐ水路交通の要所であっ

たため,「七省通衡」（七つの省を連結する要衝路）

と調われていた。旧徽州の管轄区域には三つの地

域があった。それぞれ，現在の安徽省の黄山市，

績溪県及び江西省の婆源県である（地図Ⅱを参

照)。黄山市はさらに款県休寧県鰺県祁門

県屯溪区，徽州区に分かれる。実際にはこれら

二区四県の他に，黄山風景区もあるが，しかし昔

から人口が少なかった地域であるため，調査対象

とはしない。また，現在「徽州地区」と呼ばれる

地区があるが，それは黄山市に属する小さい行政

2調査地点，話者，調査内容

今回の調査地点は，地図Ⅱに示すように，徽州

地区の36の方言地点である。具体的には，祁門県

の金字牌，大中，塔坊，平里，溶口，閻頭晨光，

大北，許村，古溪，城安，桃源，高塘，婆源県の

中村，溪頭，秋口，河東，査村，車田里村，思
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地図Ⅱ旧徽州の行政区画及び調査地点

3．先行研究と徽州方言の特徴

徽州方言主な先行研究としては,平田(1998),

謝(2008),趙(2002,2005)などがある。これ

らの研究は，ある一地点の方言の音声，あるいは

数地点の方言に共通する特徴を対象とした記述研

究である。例えば,平田(1998)(『徽州方言研究』）

は，款県県政府の所在地である徽城など，7つの

市・県政府の所在地の方言を対象とし，それらの

音韻体系について詳細な記述をおこなっている。

趙（2005）（｢徽語中的長元音｣）は，徽州方言に

存在する長母音の種類，性質，由来などについて

考察したものである。いずれも音声学，音韻学を

中心とした研究であり，言語地理学的研究はまだ

おこなわれていない。

徽州方言にはかなりの程度の内部差異が存在す

口，中雲太白，許村，珍珠山，沖田，勝山，績

溪県の臨溪，上庄鎮頭，滅洲，伏嶺，楊溪，板

橋頭，金沙，家朋である。金字牌の許村と婆源県

の許村は同じ地名であるが，異なる地点である。

中部の款県休寧県などは今年の3月に調査済

みだが，データ整理は未完了のため，本稿では扱

わない。

方言話者は各村の生え抜きとし，原則60歳以上

の老人男性一名ずつ選んだ。但し，鎮頭と家朋の

2地点は女性である。

調査内容は，漢字で書かれた調査表を音読して

もらったほか，基礎語彙カードを用いて事物の名

称や呼称を尋ねた。
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る一方で，共通する特徴も少なくない。ここでは

趙（2005）を参考に，いくつかの特徴を，以下の

とおりまとめた。

(1)すべての古全濁声母は既に清音化している

が，有気音になったものと，無気音になったもの

がある｡分化の規則はまだ明らかになっていない。

（2）ほとんどの地点ではn/lを区別しないが，

区別する地点もある。

（3）北京語で[t@][tsh][5]と読む字は，徽州

方言の多くで[tS][tSh][S]や[te][tGh][G]と読

まれているが'[t6][t@h][5]を保存する方言もあ

る。

（4）中古音の軟口蓋音[k][kh][x]は，介音i

又はyの前でほとんど[te][tsh][G]に変化した。

介音i又はyの前で[k][kh][x]を保存する方言

もあるが，その数は非常に少ない。

（5）中古音の鼻音韻尾-In,-n,-ﾛは，鼻音化，

脱落，合流など大きな変化が発生した。多くの徽

州方言では－，と-Uあるいは_nだけが見られ，－m

は婆源県の一部にしか存在していない。また，

-m,-n,-0は全部脱落して鼻音化韻母か口母音

になっている地点も少なくない。

（6）多くの徽州方言では指小辞(dimunitive

morpheme)である[n]を語幹に接尾して,1音

節として発音している。韻母と声調が変化する

こともある。例えば，謬県方言の「花」:[XUe31]

→[XUen44]

（7）ほとんどの地点は六声調であり，平声と去

声が中古声母の清濁によって，陰平と陽平，陰去

と陽去に分化している。

（8）ほとんどの地点には音節長が短い声調（下

文では「短促調」と呼ぶ｣）があるが，何に由来

するものなのかは地点によって異なる。

4．音韻の特徴

4.1.1単音節声調体系の分類

まず，本稿で使用される五度式表記法について

説明する。これは中国で声調の調値を表記するの

に使われる方法で,声の高さを低→高の順に1,2,

3，4，5の数字で示すものである。通常は，2つ

の数字で平板調，下降調，上昇調を示し，3つの

数字で曲折調を示す。例えば，［44］は平板調で

あり,[213]は少し下降した後すぐ上昇する声調

である。一つの数字（[3])，あるいは下線を付け

た数字（[54]）は音節が短い「短促調」を示す。

表1は，36地点の方言の単音節声調を示したもの

である。以下の表では，まず祁門県婆源県，績

溪県の順に並べた上で，各県に属する各地点は，

祁門県は東から西，婆源県は北から南，績溪県は

南から北になるように並べた。但し，績溪県と祁

門県の声調分化には相似点があるため，表1にお

いてのみ，績溪県のデータを最上段に並べた。

表lから，すべての地点が六声調であることが

分かる。平声，去声は，いずれも中古音の声母の

清濁によって陰調と陽調に分化している。方言間

で異なるのは上声と入声である。36地点の方言は

以下の三つの類型に分類できる。

A類は，①上声，入声いずれも陰調と陽調に分

化しておらず，かつ②上声，入声いずれも他の調

類と合流していないもの。陽去は平板調（[33]）

や低下降調([21])であり,入声は短促調([54],

[3]）である。この類型は，績溪県の上庄，鎮頭，

演洲，伏嶺，板橋頭，家朋にのみ分布している。

B類は，①上声は陰上と陽上に分化していない

が，②入声が陰入と陽入に分化しているもの。ま

た陽入と陽去は合流しており,平板調([33],[22]）

である。この類型は，祁門県の各地点及び績溪県

の臨溪，楊溪，金沙に分布している。

C類は，①上声は陰上と陽上に分化しているが，

②入声は陰入と陽入に分化していないもの。入声

は分化せずに，陽去と合流して平板調（[55]）や

下降調（[53］など）になる。もう一つの特徴は，

分化した陰上が短促調（[3]）になることである。

この類型は，婆源県の各地点に分布している。

三類型の特徴をまとめると，表2となる。

4.1.1各類型の下位分類

以上の三類型は，調類と調値の関係によって，

それぞれ下位分類できる。
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表1単音節声調表

表2単音節声調の分類基準

調杳地点 類型 陰平 陽平 陰上 陽上 陰去 陽去 陰入 陽入

績
溪
県

祁

門

県

上庄

鎮頭

減洲

伏嶺

板橋頭

家朋

臨溪

楊溪

金沙

金字牌

大中

塔坊

平里

溶口

閻頭

晨光

大北

許村

古溪

城安

桃源

高塘

A

B

Al

Al

A2

A2

A2

A2

Bl

B2

B2

B3

B3

B3

B3

B2

B3

B3

B4

B4

B4

B4

B5

B5

21

21

42

42

42

42

31

21

21

31

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

21

42

42

44

44

55

44

55

55

55

55

55

55

55

55

55

55

55

44

44

55

35

35

55

55

213

213

213

213

35

44

44

53

42

42

53

44

42

53

35

35

35

35

44

44

324

324

35

35

35

35

213

212

213

213

212

212

212

212

213

212

42

42

42

42

212

212

33

33

21

21

22

21

22

33

33

33

33

33

33

33

33

33

22

22

33

33

33

33

54

54

3

3

3

3

3 ＝二 陽去

35 ＝二 陽去

35 ＝＝ 陽去

35 ＝＝ 陽去

35 二二 陽去

24 ＝二 陽去

25
一
一 陽去

324 ＝二 陽去

35 ＝＝ 陽去

35 二二 陽去

214 ＝＝ 陽去

213 二二 陽去

214 ＝＝ 陽去

324 ＝＝ 陽去

324
｜
’ 陽去

324 ＝＝ 陽去

婆
源
県

中村

溪頭

秋口

河東

査村

車田

里村

思口

中雲

太白

許村

珍珠山

沖田

浦山

C

Cl

Cl

C2

C2

C2

C3

C3

C2

C4

C4

C5

C5

C4

C4

33

33

33

33

33

44

44

44

33

44

33

33

33

33

53

53

21

21

21

21

21

21

21

21

51

51

21

21

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

31

31

53

53

53

31

31

53

31

31

31

31

31

31

213

213

324

324

324

324

324

324

35

35

35

35

35

35

55

55

31

31

31

53

53

31

51

51

55

55

51

51

＝＝ 陽去

＝＝ 陽去

＝陽去

＝二 陽去

＝＝ 陽去

＝二 陽去

＝二 陽去

二二 陽去

二二 陽去

二二 陽去

:＝＝ 陽去

＝＝ 陽去

＝陽去

＝陽去

基準I

上声 入声

基準Ⅱ

入声と陽去

分布地域

A類 未分化 入声≠陽去 績溪県

B類 未分化 陰入，陽入に分化 陽入＝陽去 祁門県，績溪県

C類 陰上，陽上に分化 未分化 入声＝陽去 婆源県
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表3A類型

A類は以下のように二類型に分類できる（表3

参照)｡A2類の板橋頭の陽去は表lで[22]とし

たが，やや下降するため，低降調とも言える。

B類の陰平，陽去（陽入＝陽去）の調値はほぼ

同じであり，それぞれ下降調の[21][31]と平

板調の[22］［33]である。異なるのは陽平,上声，

陰去，陰入である。この4つの調類と調値の関係

から見ると,以下のように五類型に分類できる(表

4参照)。太字で示すものは，分類の基準とした

特徴的な調値である。

陽平ではB5類の上昇調([35]),陰去ではB4

類の高降調（[42]）が，それぞれ他のグループの

ものと異なっている。

Bl,B2,B3類の差異は上声の調値に表れる。

Bl類は上昇調([35]),B2類は高平調([44]),

B3類は高降調([53][42])である。この他，陰

入はBl類だけが短促調([3])である。

ひとつ注記すべきなのは,B2類の2つの高平

調（[44］と［55]）は音韻対立するのに対し，

B4類の[44]と[55]は自由変異だという点で

ある。

C類の陰平，陰上の調値はほぼ同じであり，そ

れぞれ平板調の［33］［44］と短促調の［3］であ

る。また，陰去の調値に上昇調（[35]）と曲折調

([324][213])があるが，ここでは区別しない。

大きく異なるのは陽平，陽上，陽去（＝入声）で

ある。この4つの調類と調値の関係から見ると，

以下のように三類型に分類できる（表5参照)。

表4B類型

表5C類型

陰平 陽平 上声 陰去 陽去 入声 分布地域

Al類
低降

[21]

高降

[42］

高平

[55］

中曲

[324］

中平

[33］

高短

[54］
上庄，鎮頭

A2類
高降

[42］

高平

[44］［55］

低曲

[213]

中昇

[35］

低降

[21]

中短

[3］

濠洲伏嶺，

板橋頭，家朋

陽平 上声 陰去 陰入 分布地域

B1類 高平［55］ 上昇［35］ 低曲[213] 短促［3］ 績溪県（臨溪）

B2類 高平I[55] 高平Ⅱ［44］ 低曲[213]
上昇［35］

中曲［324］

績溪県（楊溪，金沙)，

祁門県（溶口）

B3類 高平［55］ 高降［53］［42］ 低曲[213] 上昇［24］［35］
祁門県東部

(金字牌閻頭等）

B4類 高平［44］［55］ 上昇［35］ 高降［42］ 曲折[213][324]
祁門県中北部

(大北，許村等）

B5類 上昇［35］ 高平［44］ 低曲[213] 中曲［324］ 祁門県（桃源，高塘）

陽平 陽上 陽去 分布地域

Cl類
１
１
３
１
５
５
ｆ
に
降
降

｛
亘
同
吉
向

中降[31] 高平［55］ 中村，溪頭珍珠山，許村

C2類 低降[21] 高降［53］ 中降[31] 秋口，河東，査村，思口

C3類 低降[21] 中降[31]
１
１
３
１
５
５
ｔ
に
降
降

一
三
同
吉
同

車田，里村，中雲，

太白沖田，瀧山
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陽平ではCl類の高降調([53][51]),陽上で

はC2類の高降調([53]),陽去ではC3類の高降

調([53][51])が，それぞれ他のグループのも

のと異なっている。つまり，どの声調が高下降調

で実現されるかに基づくことで，以下のように三

類型に分類できる（表5参照)。

4．2声母

この小節を始める前に，中国語の声母及び韻母

について簡単に説明する。声母は音節頭位の子音

を指し'韻母は音節の残りの部分を指す。例えば，

"体”の発音は北京語で[CiOU55]であるが，声母

は[G],韻母は[iou]である。韻母はまた韻頭

(介音)，主母音，韻尾に分けられる。この場合は

それぞれ[i][o][u]に対応する。韻頭及び主

母音は必ず母音であるが，韻尾は子音である場合

もある。韻尾としての子音中国語は[n]と[O]

しかなく，鼻音韻尾と呼ばれている。主母音は必

要要素だが'韻頭や韻尾はなくてもよい。例えば，

"家[tCia55]"は韻尾がない。音節の右上につけ

た数字は調値である。

4.2.1n/|の区別

北京語はn/lを区別する。それは中古音から継

承したものである。しかし，漢語方言では，区別

する方言，区別しない方言あるいは部分的に合

流した方言など，様々な状況が現れており，また，

n/lを区別する方言の中にも異なる状況が見られ

る。黄（2007）によると，北方方言区や西北方言

区の多くはn/lを区別しており，西南方言区や江

准方言区の多くは合流している。韻語，呉語には

区別する方言と区別しない方言が混在している。

表6はn/lの区別を示したものである。今回の

調査地点ではほとんどn/lを区別しないことがわ

かる。しかし,n/lを区別しないと言っても，実

際の音声は後続韻母の種類によって異なる。

表6からわかるように，績溪県には一律に区別

しない方言が多く，すべて[l]と発音する。し

かし，祁門県と婆源県の多くの地点では「脳老女

呂六」は[l],「男欄農龍」は[n]である。[n]

か[l]かは後続韻母とは関係がある。「男欄農龍」

は，いずれも韻母が鼻音成分を含んでいる。つま

り，鼻音韻母又は鼻音化韻尾が後続すれば，声母

は[n]になる。韻母が鼻音成分を含まなければ，

声母は[l]になる。つまり,n/lは相補分布を

なしており,[n],[l]は条件変異である。但し，

城安のように[n]と[l]が音韻的に対立する

方言もある。例えば，城安では「女」と「呂」を

それぞれ[ny35],[ly35]と発音し，区別する。

4.2.2[si-]と[Gi-]の区別

北京語の「修」と「体」は同音であり，どち

らも[CiU53]と読まれる。しかし，徽州では両者

を区別する地点が多い（表7を参照)。例えば，

祁門県の桃源では「修」は[SiU21],「体」[ciu2']

である。[si-]/[ci-]の区別は,他方言にも存在し，

中国音韻学では「尖団音」と呼ばれている。[si-]

は尖音,[ci-]は団音である。また,[tSi-],[tShi_]

は尖音,[tci-],[tchi_]は団音である。尖団音の

区別は介音[y]の前にも現れる:[sy-]/[cy-]・

中古音では,団音が軟口蓋音[k][kh][x]であっ

た。軟口蓋音が介音i又はyの前で舌面音になっ

たのに伴って,[si-]/[ci-]の対立となった。し

かし，北京語をはじめとする多くの方言で尖音と

団音は合流に向かった。徽州方言及びその周辺の

呉語，籟語，江准官話でも合流に向かった方言が

多い。

表7には尖団音を考察する時によく使われる五

組の漢字を挙げた。各組の漢字は北京語では同音

であり，どちらも[ci-]([cy-])あるいは[tchi_]

([tChy_])になっている。表7によると，城安を

除く祁門県と婆源県では，尖団音の区別があるこ

とが分かる。例えば，祁門県の金字牌では，「相」

が[si3'],「香」が[Ci331]である。これに対して，

績溪県と祁門県の城安は尖団音の区別がない。尖

団音の区別がない方言の多くは，北京語と同様に

舌面音[ci-]になっているが,[si-]になってい

る場合もある。例えば，績溪県の金沙や家朋など

では,「修」と「体」は同音であり，どちらも[si-]

になっている。
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表6声母n/|の区別

脳 老 男 欄 女 呂 農 龍
一
ハ

中古音1 nqu lqU nqnl lon nal nuoり on k

北京語 nau
214 laU214 nan

35 lan35 ny
214 1y

214
nuり

35 luﾛ
35 liU51

祁

門

県

金字牌

大中

塔坊

平里

溶口

間頭

晨光

大北

許村

古溪

城安

桃源

高塘

b53

b42

b42

b53

b44

1･g･42

b53

b35

b35

b35

hU35

lqU44

lqU44

～

nコ
55

～

nコ
55

～

nコ
55

～

nコ
55

～

nコ
55

～

nコ
55

～

nつ
55

～

nコ
55

～

nコ
44

～

nコ
44

～

nコ
55

～

nコ
35

～

nコ
35

Iy
53

1y
42

1y
42

1y
53

1y
44

li42

1y
53

y
35 1y

35

y
35 1y

35

y
35 1y

35

ny
35 1y

35

y
44 li44

y
44 li44

n丁ﾛ
55

nr.l]
55

n丁り
55

n丁り
55

n丁り
55

n丁り
55

nrl]
55

n丁り
55

n丁り
44

n丁り
44

noり
55

noり
35

noり
35

IE33

lE33

lE33

le33

liA33

lE33

lE33

1r･22

liO22

liO33

liU33

liU33

liU33

婆
源
県

中村

溪頭

秋口

河東

査村

車田

里村

思口

中雲

太白

許村

珍珠山

沖田

浦山

la31

la31

la53

la53

la53

la31

la31

la53

la31

la31

la31

la31

la31

la31

～

na
53

～

na
53

nurn
21

～

nコ
21

～

nコ
21

～

nコ
21

～

nコ
21

～

nコ
21

nurn
21

n丁、1
21

nunl
51

nunl
51

nunl
21

nunl
21

li31

li31

li53

li53

li53

li31

31

53

li31

ny
31 li31

ny
31 li31

ny
31 li31

1y
31

ny
31 li31

n丁り
53

n丁9
53

nErn
21

n.J~l]
21

n.rl]
21

n丁、1
21

nAnl
21

nAnl
21

nErn
21

nqnl
21

nArn
51

n丁nl
51

nEnl
21

nqnl
21

1記55

la55

lA31

lalU31

hUl31

lA53

lA53

IA42

IA51

l皿51

IA55

lA55

IA51

陸51

續
溪
県

臨溪

上庄

鎮頭

潟洲

伏嶺

楊溪

板橋頭

金沙

家朋

1r･35

lUl55

l･r55

1r213

1r213

1r･44

1r･213

1-J･44

h･213

胞55

～

nコ
42

～

nコ
42

1344

1344

1355

1355

1355

1344

1y
35

1y
55

1y
55

1y
213

1y
213

li44

1y
213

li44

1y
213

la55

～

nus
42

～

nE
42

l344

la44

la55

la55

la55

la44

h22

b壁

llu"

lA3

lA3

lA33

lA3

lA33

lA3
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修 体 佳
〃､，、 語 清 輕 相陰平 香 全 権

中古音
ｰ

Sl3u
ｰ

Xl3u MEu kiEu EhiEU khIEI]
ｰ

sla0
曹

xlaU dzhiwEn 9hiWEn

北京語 Glu
55 tCiau55 tchiり55 ClQU

55 tchyan
35

祁

門

県

金字牌

大中

塔坊

平里

溶口

間頭

晨光

大北

許村

古溪

城安

桃源

高塘

SE
31

GlE
31

SE
21

GlE
21

SE
21

ClE
21

SE
21

GlE
21

SlA
21

GlA
21

SE
21

GlE
21

SE
21

GlE
21

S1丁
21

G1丁
21

SlO
21

G10
21

SlO
21

G10
21

Clu
21

Slu
21

Glu
21

Slu
21

Glu
21

Eia31 tCia31

Gia21 tCia21

Eia21 tCia21

応E21 tCia21

Eia21 tcia21

Eia21 tCio21

Eia21 tcia21

tSia21 tCia21

Eia21 tCia21

Eia21 tcia21

tCiau21

Eia21 tcio21

Eia21 tcio21

tshA31 tCh
～

lE
31

鱈hA21 tCh
～

lE
21

EhA21 tCh
～

lE
21

鱈hA21 tCh
～

lE
21

鱈h@21 tCh
～

lE
21

EhA21 tCh
～

lE
21

鱈hA21 tCh
～

lE
21

おhA21 khA21

EhA21 khA21

EhA21 khA21

tchin21

店hA21 khA21

Ehd21 khd21

●～

Sl3
31

●～

G1。
31

｡～

Sl3
21

●～

Cl。
21

■～

sleE
21

●～

Gl3
21

●～

sleE
21

●～

Cl3
21

｡～

sleE
21

●～

Gl3
21

●～

sleE
21

■～

Cl。
21

●～

sleE
21

●～

Gl3
21

●～

sleE
21

●～

Gl3
21

●～

Sl3
21

■～

Gl3
21

●～

S1コ
21

■～

Gl3
21

●～

Gl3
21

●～

sleE
21

■～

Gl3
21

●～

sleE
21

■～

Gl3
21

tshye
55 tChye

55

tShyE
55 tCh7E

55

Ehye
55 tChye

55

tShW
55
tChyE

55

tShW
55 tChW

55

EhyE
55 tChW

55

鱈h舵
55 tCh7E

55

tSh
～

yE
55 tChW

55

芯h舵
44 tChyE

44

1shyE
44 tCh7E

44

tChyg
55

tsh335 tCh7E
35

店h535 tChye
35

婆
源
県

中村

溪頭

秋口

河東

査村

車田

里村

思口

中雲

太白

許村

珍珠山

沖田

瀞山

S記
33

S記
33

SA
33

salu
33

salu
33

SA
44

SA
44

SA
44

SA
33

Cllu
44

SA
33

SA
33

SA
33

S記
33

Cl記
33

Cl記
33

GlA
33

p

Glalu
33

Glalu
33

GlA
44

ClA
44

GlA
44

GIA
33

Gllu
44

GlA
33

GlA
33

ClA
33

Cl記
33

tSiO33

tSiO33

GiO33

GiO33

EiO33

GiO44

EiO44

EiO44

EiO33

Gia44

Gia333

tSiO33

EiO33

tSia333

tCio33

tCio33

tcio33

tCio33

tcio33

tcio44

tcio44

tcio44

tCio33

tCio44

tCio33

tcio33

tcio33

tCio33

tsh333

極ha33

Ehd33

鱈h333

鱈h333

鱈h"44

極ha44

Ehd44

幅h333

毎h544

Ghd33

Ghd33

Ehd33

tshd33

tCh
●～

la
33

tC
h
●～

la
33

tCh
■～

lq
33

tCh
●～

la
33

tCh
●～

la
33

tChi"44

tCh
●～

la
44

tCh
●～

lq
44

tC
h
■～

13
33

tCh
e～

13
44

tC
h
●～

lq
33

tCh
●～

lq
33

tCh
■～

lq
33

tCh
●～

lq
33

G～

sla
33

■～

sla
33

■～

Slq
33

｡～

sla
33

●～

sla
33

●～

SlA
44

●～

SlA
44

●～

SlA
44

●～

Slq
33

●～

Slq
44

●～

Sl3
33

●～

Sl3
33

■～

Sl3
33

■～

Sl3
33

●～

Gla
33

●～

Gla
33

●～

Glq
33

●～

Gla
33

●～

Gla
33

｡～

ClA
44

e～

GlA
44

■～

GlA
44

､～

Clq
33

●～

Glq
44

｡～

Gl3
33

●～

Gl3
33

●～

Gl3
33

｡～

Gl3
33

鱈hl53

値hi53

GhT21

Ehi21

tshi21

Ehyi2'

Ehyr2'

1shyY2'

Ehr21

ChT21

EhT51

Ehi51

EhT21

毎hr21

khui53

khui53

khui21

khuT21

khui21

khui21

khul21

khui21

tChyr21

tChyY21

tChyT51

tChyr5]

tChyY
21

tChyr21

續
溪
県

臨溪

上庄

鎮頭

猿洲

伏嶺

楊溪

板橋頭

金沙

家朋

G10
31

SE
21

Gllu
21

SE
21

Gllu
21

Sl
42

Sl
42

Sl
21

Sl
42

Sl
21

Sl
42

tCi丁31

tCi丁21

tCiT21

tCiE42

tCiE42

tCiE21

tCiE42

tCiE21

tCiE42

tCh
｡～

la
31

鱈hg21 tCh
｡～

la
21

鱈hg21 tCh
■～

lE
21

tCh
●～

la
42

tCh
●～

la
42

tCh
●～

la
21

tC
h
●～

la
42

tC
h
■～

la
21

tCh
■～

la
42

●～

G10
31

●～

G10
21

､～

G10
21

●～

G10
42

●～

G10
42

●～

G10
21

●～

G10
42

■～

G10
21

●～

G10
42

tChyg
55

tChyY
42

tChyr42

tchyi44

tChyl44

tChyr
55

tChyr
55

tchyr
55

tChyr
44
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表8そり舌音の[tS][tsh][s]

茶 卓 沙 柴 長形容詞 虫
一

扇 名詞 針 竹 船

中古音 d｡ha いk ja "hai dhiaり d.hiuり GlEn tciem k dzhiwEn

北京語 tSha35 tSuo
55
§a
55 tShai35 tShqO35 tShUU35 §an

51 t§e、
55
t5u
35
t§
huan35

祁

門

県

金字牌

大中

塔坊

平里

溶口

間頭

展光

大北

許村

古溪

城安

桃源

高塘

tSha55

tsha55

t§hO55

tShO55

t5hO55

t5hO55

t5hO55

tShO55

t6hO44

t§hO44

値hOE55

tShO35

t§hO35

t53
35

t5コ
35

t§3
24

t53
25

t§。
324

t餌
35

t§uE
35

t§。
214

t§3
213

t53214

値3324

tSqU324

t6qU324

§a
31

§a
21

§uぼ
21

§o
21

§o
21

§o
21

§o
21

§o
21

§o
21

§o
21

SOP21

§o
21

§o
21

§a
55

§a
55

§a
55

§a
55

§a
55

§a
55

§a
55

§a
55

§a
44

§a
44

sa55

t§ha35

§a
35

t5hう55

t5h555

t§hぅ55

t§hぅ55

t5hぅ55

t§hう55

t§hぅ55

t§hぅ55

t§hぅ44

t§hぅ44

鱈hう55

t5hう35

t5hう35

t5h丁ﾛ55

t5h丁り55

t§h丁り55

t5hm55

t§hr･I]55

t5h丁955

t5h丁り55

t§h丁り55

t§h丁ﾛ44

t5h丁ﾛ44

1ShO0
55

t5hOり35

tShOO35

～

G1壇
212

～

GlE
212

～

GlE
212

～

GlP
212

～

GlP
212

～

GlE
213

～

ClE
212

～

G1巴
42

～

G1E
42

～

ClP
42

s丁、42

～

GlE
212

～

ClE
212

t5丁、
31

t5丁、
21

t§丁、
21

t5丁、
21

t§丁、
21

t5丁、
21

t5．r、
21

t5丁、
21

t§丁、
21

t5丁、
21

値E、21

tCiEn21

tCiEn21

m35

t§u
35

t5u
24

t5u
25

t5u
324

tsu
35

t5u
35

t5u
214

tSU213

t5u
214

色u324

、 324

、 324

jye55

jye55

jyE55

jye55

jyE55

jye55

jye55

jye55

tCh7E44

jyE44

tChyE

tCh7E35

jyE35

婆
源
県

中村

溪頭

秋口

河東

査村

車田

里村

思口

中雲

太白

許村

珍珠山

沖田

瀧山

低hO53

GhO53

唇hO21

岱hO21

岱hO21

低hO21

値hO21

ChO21

ChO21

t§hO21

t§he51

tShlU51

EhlU21

tShlU21

値au55

色au55

鱈au31

値au31

値au31

鱈au53

色au53

極au31

値au51

t§au
51

t53
55

t§，
55

心351

t§a3
51

SO33

SO33

SO33

SO33

SO33

SO44

SO44

SO44

SO33

§o
44

se
33

§o
33

SO
33

§Lu
33

Sa53

sa53

S321

S321

S321

S321

S321

S321

S321

53
21

5コ
51

5コ
51

S3
21

53
21

鱈噌53

色h353

徳hd21

値ha21

店h321

鱈h入21

鱈h入21

値h八21

毎h．21

t@hd21

t§h351

t5h551

鱈h321

t5h521

店h丁り
53

色h丁り
53

鱈hEIn21

幅h丁り
21

鱈h丁り
21

徳h丁､121

tshAnl21

GhAIn21

tshEm21

t6hqm21

tShAm
51

t5h丁、51

Ehern21

tshom21

～

Sl213

ST213

～

Sl324

～

Sl324

～

Sl324

ST324

～

S1324

Sr324

～

G1
35

～

Cl
35

～

Cl
35

～

Cl
35

～

Cl
35

～

Cl
35

徳E、33

鱈E、33

色E、33

値E、33

鱈E、33

値E、44

値E、44

幅E、44

店E、33

t§E、
44

t§E、
33

t§E、
33

値E、33

t§E、
33

色u55

値U55

値u31

値u31

鱈u31

tSU53

幅u53

幅u31

鱈u51

t5u
51

t53
55

t53
55

幅u51

t53
51

～

Xul53

～

Xul53

XUT21

XUT21

～

Xul21

XUr21

～

Xul21

XUi21

XUr21

～

G1
21

～

Cl
51

～

X3
51

tshi21

～

G1
21

續
溪
県

臨溪

上庄

鎮頭

煽

伏嶺

楊溪

板橋頭

金沙

家朋

EhO55

EhO42

ChO42

tShO44

EhO44

1ShO55

GhO55

EhLU55

EhlU44

幅。3

鱈3塁

tSO"

極｡3

鱈33

値335

鱈33

岱丁35

岱丁3

SO
31

SO
21

SO
21

SO
42

SO
42

SO
21

SO
42

Slu
21

Slu
42

Gla
55

S3
42

S3
42

Cl3
44

Gl3
44

Gl3
55

G1｡
55

Cl。
55

CD
44

tCh
■～

10
55

tCh
■～

10
42

tCh
■～

10
42

tCh
■～

10
44

tCh
●～

10
44

tCh
｡～

10
55

tCh
■～

10
55

tCh
｡～

10
55

tCh
●～

10
44

毎hT55

GhUg42

値hg42

値h344

tsh344

鱈ha55

毎ha55

値h355

Eh344

Cy色213

Cy1324

GyT324

CyT35

cyT3
5

～

Cyl
212

cyr3
5

13T2Cy

Gy135

tCien31

鱈§21

岱邑21

tCia42

tCi342

tCi321

tCia42

tCia21

tCia42

芯u3

値u旦＆

Elu"

EA3

徳A3

値A35

tSA3

値A35

値A3

tChyE
55

tChyl42

tChyr42

tChyT44

tChyi44

tChyr
55

tChyi
55

tChyr55

tChyT44
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4．2･3そり舌音の[ts][t3][s]

北京語にはそり舌音,すなわち舌尖後音の[ts]

[t3][5]がある。そり舌音は中古音にも存在し

たが，長江以南の漢語方言にはそり舌音を有する

方言は少ない。しかし，徽州地区でも江西省でも

そり舌音を有する方言がある。

表8によると，今回の調査地点のうち,[ts]

[tSh][5]を有する方言は16地点ある（表8で地

名をゴチックで示した地点)。その多くは祁門県

に分布しているが，婆源県南部の太白，許村，珍

珠山，浦山にも分布している。但し，この地域の

｢そり舌音」は，舌尖と硬口蓋で狭めが形成され

るのではなく，舌尖と上歯茎で狭めが形成され，

後部歯茎音の[tJ]に近い。その上,この地域の[ts]

[tSh][5]は[i]の前に出現する。例えば，金字

牌で｢池｣は[tshi55]と読まれている。他方言では，

[ts][t3][5]が[i]と結合する例はほとんど

ない。

もう一点，説明を要するのは，そり舌音を有す

る16地点では[tS][tsh][5]と[tS][tSh][S]

は自由変異ではなく，音韻的に対立していること

である（表9参照)。例えば，溶口では「草」は

[tShO42],「妙」は[tShO42]である。

4.3韻母

4.3.1鼻音韻尾

中古音には-In,-n,･-Dの3種類の鼻音韻尾が

あった。例えば，「甜」（甘い）の韻尾は-m，「田」

は-n,「鏡」は-9であった。しかし，北京語では，

－9はそのまま継承しているが,-Inと-,は-,に合

流したため，「甜」と「田」は同音になり，いず

れも韻尾が-,である。

北京語と比べると，南方方言の状況は複雑であ

る。籟語は大体北京語と同じであるが，一部の-ﾛ

が-,になった方言が少なくない。呉語ではほと

んどの方言で-mが消え,-n,-0だけ存在してい

る｡北京語とは異なり，複雑なのは，中古の-mが

無条件で-nになったのではなく，後続韻母を条

表9[ts][tsh][s]と[tS][tSh][S]の区別

草 妙 湊 臭 作 卓

中古音 tShOU tlhau tSheU tCh
ｰ

leu tSq ”k

北京語 EhaU214 tShaU214 1ShOU51 tShOU51 鱈uO51 t§uO
55

祁

門

県

金字牌

大中

塔坊

平里

溶口

閻頭

晨光

大北

許村

古溪

桃源

高塘

EhO53

EhO42

EhO42

GhO53

tShO44

EhO42

EhO53

GhO35

EhO35

EhO35

GhqU44

EhqU44

t§
h
uE
53

t§
h
uE
42

t§
h
uE
42

t§
h
uE
53

t§hO44

t§hO42

t§
h
uE
53

tShO35

t§hO35

t§hO35

t§hqU44

tShqU44

EhE213

EhE212

tShE212

EhE212

GhA212

tshE213

GhE212

EhE42

GhiO42

EhiO42

EhiU212

GhiU212

t5hE212

tShE212

t§he212

tShE212

t§hU212

t§h8213

tShE212

t5hr42

tChiO42

tChiO42

tChiU212

tChiU212

値，35

幅335

鱈324

値325

値。324

鱈。35

鱈uE35

鱈3213

幅3213

幅｡214

岱qu324

おqU324

t53
35

t5コ
35

t53
24

t53
25

t53
324

t53
35

t§uE
35

t53
214

t53
213

t53
214

t§qU
324

t§qU
324

婆
源
県

太白

許村

珍珠山

浦山

Eha3

Eha3

Gha3

Eha3

tShaU3

t§h33

t§h33

t§
h
a3
3

徳hy･LU35

EhA35

ChA35

tshq35

t5h丁ul
35

tChiA35

tchi"35

tchi記35

値au51

値，55

心355

tS351

t§au
51

t53
55

t53
55

t§a｡
51
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表10鼻音韻尾

露 深 難 銀 塗 名 洞

中古音
■写

llEm I、 nqn り
ｰｰ

len わり
当

nllEり dhuり

北京語 lan
35

69、
55

nan
35

1，
35

suol]
55 miﾛ

35
mﾛ
51

祁

門

県

婆
源
県

金字牌

大中

塔坊

平里

溶口

閻頭

晨光

大北

許村

古溪

城安

桃源

高塘

中村

溪頭

河東

査村

車田

里村

思口

秋口

中雲

太白

許村

珍珠山

沖田

満山

A

B

～

nlE
55

～

nlE
55

～

nlE
55

～

nlE
55

～

nlE
55

～

nlE
55

～

nlE
55

～

nlE
55

～

nlE
44

～

nlE
44

■～

lE
55

～

nlE
35

～

nlE
35

－
１
53

一
■
■
＆

53

T21

T21

－
１
21

i21

T21

121

121

T21

－
１
51

一
己
■
■
且

51

721

T21

G1丁、
31

Cl丁、
21

Cl丁、
21

Cl･rn
21

G1丁、
21

G1.J｡、
21

G1.8、
21

Cl丁、
21

G1丁、
21

G1丁、
21

s丁、
21

Glen
21

GlEn
21

sEn
33

sen
33

sen
33

sen
33

sen
44

sen
44

sen
44

sen
33

sEn
33

GlEn
44

GlEn
33

Glen
33

ClEn
33

ClEn
33

～

、。
55

～

nコ
55

～

nコ
55

～

、，
55

～

nコ
55

～

n3
55

～

nコ
55

～

nコ
55

～

no
44

～

、。
44

～

nE
55

～

nｺ
35

～

、。
35

～

na
53

～

、a
53

～

no
21

～

no
21

～

n3
21

～

nコ
21

～

nコ
21

nuIn
21

nunl
21

n丁、1
21

nuIn
51

nuIn
51

nurn
21

nuIn
21

1丁、
55

1丁、
55

1丁、
55

、1丁、
55

nl･丁、
55

1丁、
55

1丁、
55

、1丁、
55

n1丁、
44

1丁、
44

ln
55

lEn
35

lEn
35

nlEn
53

nlEn
53

nlEn
21

nlEn
21

I]En
21

nlEn
21

nlEn
21

nlEn
21

lEn
21

lEn
21

lEn
51

lEn
51

lEn
21

lEn
21

～

§uE
31

～

suE
21

～

§uE
21

～

§uE
21

～

§uE
21

～

53
21

～

§uE
21

～

§uE
21

～

§uE
21

～

§uE
21

～

S3
21

§qU
21

§qU
21

～

sa
33

～

sa
33

～

sa
33

～

sa
33

～

SA
44

～

SA
44

～

SA
44

～

Sq
33

～

sa
33

～

§q
44

～

53
33

～

53
33

～

S3
33

～

53
33

mA55

mA55

mA55

mA55

～

nlE
55

mA55

mA55

mA55

mA44

mg44

min55

mA35

～

Inq
35

m353

m353

m321

ma21

m"21

ma21

md21

md21

m321

m521

md51

md51

～

nlq
21

md21

th丁U
33

th丁り
33

thr.I]
33

tht.IJ
33

th丁り
33

th丁U
33

th丁り
33

th丁ﾛ
22

thm
22

thrl]
33

thoり
33

thoU
33

thoU
33

th丁ﾛ
55

th丁り
55

th丁り
31

th丁り
31

th丁nl31

thAIn53

thAnl53

thEIn31

thern51

thqnl51

thArn55

th丁m55

thEnl51

thqnl51

績
溪
県

漏洲

伏嶺

楊溪

板橋頭

金沙

家朋

臨溪

上庄

鎮頭

C

，

や
■
■
■
且

44

一
■
■
■
且

44

一
利
日
＆

55

－
１
55

一
回
■
＆

55

一
回
■
＆

44

》
刊
Ⅱ
凸

55

》
。
■
■
＆

42

一
利
■
凸

42

●～

Gla
42

●～

Gla
42

●～

Gla
21

●～

Gla
42

●～

Gla
21

■～

Gla
42

■～

Gla
31

～

SE
21

～

SE
21

1344

1344

1355

1355

1355

1344

b55

～

、3
42

～

no
42

●～

nla
44

■～

nla
44

■～

nla
55

●～

nla
55

●～

nla
55

●～

nla
44

●～

nla
55

●～

nlE
42

■～

nlE
42

～

SO
42

～

SO
42

～

SO
21

～

SO
42

～

SO
21

～

SO
42

～

SO
31

～

SO
21

～

SO
21

mia44

mi344

■～

rnla
55

■～

nlla
55

●～

Inla
55

■～

Inla
44

D～

Inla
55

miE42

●～

InlE
42

tha21

tha21

tha33

tha22

tha33

tha21

tha22

thUE33

thg33
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表11鼻音韻尾の類型

難 深銀

A類 鼻音化韻母 －，

B類 -1、 -，

C類 口母音 鼻音化韻母

D類 鼻音化韻母 鼻音化韻母

件として-IJや鼻音化韻母，また鼻音成分を失って

口母音になることもある。‐mだけでなく，‐、，

－9の変化も複雑であり，後続韻母を条件として，

-n,-n,鼻音化韻母，口母音に変化している。

徽州方言の状況は籟語や呉語とも異なる。-m

は-,と合流しているが，一部の地点では-mが見

られる。その上,-I]から由来してきた-mもある。

表10で挙げた例字は，中古音ではいずれも鼻音

韻尾を有していた。まず，「隻名洞」は-0であっ

た｡｢藍深」の韻尾は-m,「難銀」は-,であったが，

徽州方言ではすべての地点で合流している。婆源

県には韻尾-mを有する方言が多い。

表10で挙げた例字のうち，「嬢隻名」は，すべ

ての地点で鼻音韻尾が脱落し，鼻音化韻母になっ

ている。地域差又は地点間の差異がみられるのは

｢難深銀洞」であり，それらの音声によって以下

のように四類型に分類できる。「口母音」は，例

えば[13]のように，鼻音成分を失ったことを示

す。

表11から，まず-nは唯-A類の各地点にしか現

れないことが分かる。祁門県及び婆源県の中村，

溪頭，河東，査村では「洞」が-0である。A類は

このほか，「難」が鼻音化韻母，「深銀」が-,で

ある。この類型は祁門県と婆源県北部に分布して

いる。婆源県の車田，里村，思口は「洞」が-m

であり，この点ではB類に近い。

B類が他と異なる特徴は，「難」と「洞」がい

ずれも-mであることである。「難」は中古音で－，

であったが,B類の各地点では-mになっている。

これに対して，「深」と「銀」は中古音でそれぞ

れ-,,-,であったが,B類の各地点ではいずれも

-,になっている。「洞」の由来は中古音の通摂

洞 分布地域

-0 (-m)
祁門県婆源県北部（大中，大北，
中村，査村等）

一m 婆源県南部（大白，沖田等）

鼻音化韻母 績溪県（家肌金沙等）

鼻音化韻母 績溪県（上庄鎮頭）

*dul]である。つまり-Uは韻母がulJの場合のみ

emのように-mに変化したのである。この問題に

ついては，別稿で改めて議論したい。この類型は

婆源県南部に分布している。

C類とD類では，鼻音韻尾は脱落し，ほとんど

鼻音化韻母又は口母音になっている。「深銀」と

｢洞」がいずれも鼻音化韻母になる点で両類は共

通するが，「難」は,C類で口母音,D類で鼻音化

韻母になっている。D類型は績溪県の上庄，鎮頭

にしか分布していない。C類は上庄，鎮頭を除く

績溪県に分布している。

4.3.2「宝」と「飽」の区別

「宝」と「飽｣，「毛」と「茅」は，北京語では

それぞれ同音であり,[PaU3'4],[maU35]と読ま

れる。しかし，徽州では「宝」／「飽｣,「毛」／「茅」

を区別する地点が少なくない。例えば，婆源県の

中村では「宝」と「飽」を区別し'それぞれ[pe3],

[paU3]である。中国音韻学の用語で言えば，こ

の区別は中古音の効摂l等と2等の区別に相当す

る（中古音:*qu/*au)。同じく効摂l等と2等

でも，声母が軟口蓋音であった「高」／「交｣，「好」

／「孝」は，北京語でも[kau55]/[tCiau55],[xau5']

/[CiaU5']のように同音ではない。効摂2等で口

蓋化が起き，介母音[i]が発生したためである

(kau>kiau>tCiau)。中古音ではきちんと区別

したが，現在の漢語方言では合流に向かった方言

も少なくないため，徽州方言のように各漢語方言

区には区別する方言があるば区別しない方言もあ

る。表12は徽州方言におけるこれら四組の漢字の

発音を示したものである。

表12から見ると，「宝」と「飽」を区別する地
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表12「宝」／「飽」等の区別

宝 飽 毛 茅 高 交 好動詞 孝

中古音 pqU pau Inqu nlau kqu kau XQu xau

北京語 pau
214

mau
35 kau55 tCiau55 xau

51
Glau
51

祁

門

県

金字牌

大中

塔坊

平里

溶口

閻頭

晨光

大北

許村

古溪

城安

桃源

高塘

po
53

po
42

po
42

po
53

po
44

p丁42 po
42

po
53

po
35

po
35

po
35

pau
35

pqU
44

pou
44

nlO
55

mo
55

Ino
55

nlO
55

Ino
55

、1丁
55

InO
55

nlO
55

nlO
55

mo
44

Ino
44

mau
55

Inqu
35

Inqu
35

ko31

ko21

ko21

ko21

ko21

kr21 ko21

ko21

ko21

ko21

ko21

kau21 tCiau21

kqu21

kqu21

XO
213

XO
212

XO
212

XO
212

XO
212

X丁
213

XO
213

XO
212

XO
42

XO
42

XO
42

xau
42

Glau
42

XqU
212

XqU
212

婆
源
県

中村

溪頭

秋口

河東

査村

車田

里村

思口

中雲

太白

許村

珍珠山

沖田

浦山

pE3

pE3

pa3

pa3

pa3

pa3

pa3

pa3

pa3

pa3

pa3

pa3

pa3

pa3

paU3

paU3

paU3

paU3

paU3

paU3

paU3

paU3

p33

paU3

pa33

pa33

p｡3

pa33

InE
53

rnE
53

Ina
21

Ina
21

Ina
21

nla21

rna
21

rna
21

Ina
21

nla
21

Ina
51

Ina
51

rna
21

rna
21

nlau
53

nlau
53

Inau
21

nlau
21

Inau
21

Inau
21

Inau
21

Inau
21

n1321

Inau
21

Inal
51

Ina3
51

n1321

Ina3
21

kE33

kE33

ka33

ka33

ka33

ka44

ka44

ka44

ka33

ka44

ka33

ka33

ka33

ka33

kau33

kau33

kau33

kau33

kau33

kau44

kau44

kau44

k333

kau44

ka333

ka333

k333

ka333

XE
213

XE
213

xa
324

xa
324

xa
324

xa
324

xa
324

xa
324

xa
35

xa
35

xa
35

xa
35

xa35

xa
35

xau
213

xau
213

xau
324

xau
324

xau
324

xau
324

xau
324

xau
324

X3
35

xau
35

xa3
35

xa3
35

X3
35

xa3
35

續
溪
県

臨溪

上庄

鎮頭

演洲

伏嶺

楊溪

板橋頭

金沙

家朋

p丁
35

p丁
55

p丁
55

p丁213

p丁213

p丁
44

pr･213

p丁
44

p丁213

In丁
55

1，．J．
42

m丁
42

mT44

rn･丁
44

1，丁
55

In丁
55

In丁
55

In丁
44

kT31

k丁21

k丁21

kT42

k丁42

kT･21

kr42

k丁21

k丁42

tCi丁31

tcir･21

tCir･21

tCiE42

tciE42

tciE21

tCiE42

tciE21

tciE42

X'U・
22

X丁
33

X丁
33

X丁．
21

X丁
21

X丁
33

X･r
22

X丁
33

X丁
21

Cl丁
22

G1丁
33

Cl丁
33

GlE
21

GlE
21

GlE
33

GlE
22

GlE
33

ClE
21
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表13「楼」／「劉」等の区別

模 劉 狗 九 湊 臭
2

猴 体

中古音 leu lieu keu kieu tSheU tCh
写

l3u Y3u
ｰ

Xl3u

北京語 bU35 liOU35 kou214 tCiou214 t§hOU51 t§hOU51 XOu
35

clou
55

祁
門
県

金字牌

大中

塔坊

平里

溶口

閻頭

晨光

大北

許村

古溪

城安

桃源

高塘

Al

Al

Al

A1

B2

Al

Al

Al

A2

A2

A2

A2

A2

le55

le55

lE55

lE55

liA55

le55

le55

h･55

liO44

lio44

liU55

liU35

liU35

tCiE53

tCiE42

tCiE53

tCiE53

tCiA44

tCiE42

tCie53

tCi丁35

tCio35

tCio35

kiu35

tciu44

tCiu44

tShE212 t§hE212

tshE213 tShE212

EhE212 t§hE212

EhE212 t§hE212

EhiA212 t§hU212

ChA212 t§hE213

EhE213 t§hE212

1shE212 t5hr･42

EhiO42 tChiO42

GhiO42 tChiO42

tChiU42

ChiU212 tChiU212

1ShiU212 tChiU212

ClE
55

GlE
55

ClE
55

GlE
55

ClA
55

ClE
55

GlE
55

Cl.U、
55

G10
44

G10
44

Glu
55

Glu
35

Glu
35

ClE
31

GlE
21

GlE
21

ClE
21

ClA
21

ClE
21

GlE
21

G1丁
21

G10
21

G10
21

Clu
21

Clu
21

Glu
21

婆
源
県

中村

溪頭

秋口

河東

査村

車田

里村

患口

中雲

沖田

太白

許村

珍珠山

勝山

A1

A1

Al

Al

Al

Al

A1

A1

Al

Al

Al

Bl

B1

Bl

l記53

l記53

lA21

lalu21

laUl21

IA21

lA21

IA21

IA21

lA21

1丁lU21

lA51

lA51

lq21

tci"3

tci"3

tCiA3

tCialu3

tCiaUl3

tciA3

tciA3

tciA3

tciA3

tciA3

tci丁lu3

tciA3

tci"3

tCi"3

1Sh記213

毎h"213

EhA324

1ShalU324

tShalU324

ChA324

EhA324

EhA324

GhA35

tshA35

店hr･lU35 t§h･J･lU35

EhA35 tChiA35

EhA35 tchi"35

1shq35 tchi記35

Cl記
53

G1記
53

GlA
21

lu
21

Glalu
21

ClA
21

GlA
21

ClA
21

GlA
21

GlA
21

Gllu
21

ClA
51

GlA
51

Cl記
21

Cl記
33

Cl記
33

ClA
33

lu
33

Glalu
33

GlA
44

GlA
44

ClA
44

ClA
33

CIA
33

Cllu
44

GlA
33

GlA
33

Cl記
33

續
溪
県

上庄

鎮頭

猿洲

伏嶺

楊溪

板橋頭

金沙

家朋

臨溪

C1

C2

A2

A2

A2

A2

A2

A2

，

le42

lE42

44

li44

li55

li55

li55

44

IE55 liO55

ki55 tcilu55

kE55 tCiul55

ki213

13

13

ki44

ki213

ki35 tCio35

EhE324

EhE324

Ehi35

Ehi35

Ehi213

1shi35

Ehi213

Ehi35

tChiO213

Xe
42

Xe
42

Xl
44

Xl
44

Xl
55

Xl
55

Xl
55

Xl
44

XE
55

Gllu
21

G肌u
21

Sl
42

Sl
42

Sl
21

Sl
42

Sl
21

Sl
42

G10
31
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点では必ず,「毛」／「茅｣,「高」／「交｣,「好」／「孝」

も区別することが分かる。四組すべてを区別する

地点は,婆源県及び祁門県の閻頭に分布している。

祁門県の城安，及び績溪県の各地点では，「宝」／

｢飽｣,「毛｣／｢茅｣を区別しないが,「高｣／｢交｣,「好」

／「孝」を区別する。「交」と「孝」は口蓋化が起

きたためである。なお，臨溪，上庄，鎮頭を除く

績溪県の各地点では，「高」／「交｣，「好」／「孝」

の主母音が異なり，「高好」が［γ],「交孝」が[E]

である。

4.3.3「楼」と「劉」の韻母

中古音では「楼」と「劉」の間に区別があった。

この区別は中古音の流摂l等と3等の区別に相当

する（中古音:"eu/*iau)。北京語でも両者は同

音でなく,[lOU35][liOU"]のように介音-i-の有

無の違いがある。しかし合流に向かった漢語方言

も少なくない。特に，南方方言の中には，合流し

た方言があれば，対立している方言もある。表13

によって，今回の調査地点での方言はほとんど合

流に向かった。例えば，祁門県の古溪では，「楼」

と「劉」がいずれも[la44]である。このような

ベアを表13に4組挙げた。

各組の韻母が同じかどうかに基づき，36の方言

地点を分類できる。

A類では上記4組がいずれも韻母が同じであ

る。この類型は各県に分布している。A類は韻母

の介音-i-の有無によってさらに二類型に下位分

類できる。Al類は，祁門県中東部及び婆源県の

表14「楼」／「劉」等の類型

槙 劉 狗 九 湊

Al類 同， 無 同，

A類 同，有

臭

無

A2類 同，有 同，有

B類
B1類

B2類

C類
Cl類

C2類

D類

同， 毎J，、、

同，有

同，

4肝
jbb、

佃寺
JCD，

有

同，有

有

無 有

有

無

有

同，

有

純さ
。Qも、

毎
doも、

同，有

多くに分布しており，「猴休」と「狗九」に-i-介

音がある。A2類は，祁門県西部及び績溪県中東

部に分布しており，4組すべてに-i-介音が現れ

る。但し，績溪県中東部では，祁門県西部と異な

り,iは主母音になっている。

B類では上記4組のうち韻母が異なるのは「湊

臭」だけである。この類型は祁門県溶口のB2類

と，婆源県許村，珍珠山，勝山のBl類に下位分

類できる。B2類では「湊」に-i-介音があり，

Blでは「臭」に-i-介音がある。また,B2類で

は「槙劉」に-i-介音があるが,Bl類では「槙劉」

に-i-介音がない。

C類では「湊臭」のほか，「猴休」の韻母も異

なる。この類型は績溪県の上庄，鎮頭にしか分布

していないが，「狗」の音声によって二類型に下

位分類できる。C2の鎮頭では[kE55],Clの上庄

では[ki55]である。

D類は績県の臨溪しか分布していない。4組の

うち，韻母が同じなのは「湊臭」だけである。

四類型の特徴を表14にまとめる。韻母が同じで

あれば「同｣,-i-介音があれば「有｣，なければ

｢無」で示す。

5．今後の課題

本稿は，徽州の祁門，婆源，績溪三県の36地点

で収集した方言資料に基づき，いくつかの音韻的

特徴を検討した。共時的分布を通じて，言語の通

時的変化を考察するのは言語地理学の目的の一つ

猴 体

同，有

同，有

無 有

分布地域

祁門県中東部（晨光，大中等）

婆源県の多く（車田，沖田等）

祁門県西部（古溪，高塘等）

績溪県東北部（楊溪，家朋等）

婆源県（許村，珍珠山勝山）

祁門県（溶口）

績溪県（上庄）

績溪県（鎮頭）

績溪県（臨溪）
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である。そのため，現在空白となっている徽州中

部の調査資料を整理しなければならない。その

後，音韻だけでなく，語彙，文法に関する特徴も

整理・分析し，語彙変化の様相と原因を考察した

い○

【注】

1

2

本稿で挙げる中古音は,すべて王力(1980)による。

北京語の「臭」は韻母が[ou]であり，「模狗湊猴」

と同じであるが，中古音では「劉九休」と同じく

流摂3等に属する。
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